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現在の日本の都市には、一般的に、公共交通機関をはじめ

現在の日本の都市には、一般的に、公共交通機関をはじめ

とする都市基盤が整備され、災害危険度の低い都市の適切

とする都市基盤が整備され、災害危険度の低い都市の適切

な場所に都市の諸機能を誘導し、多
様性を持つ魅力的都市

な場所に都市の諸機能を誘導し、多
様性を持つ魅力的都市

空間を創出・維持する一方、都市基盤密度が低い地域では

空間を創出・維持する一方、都市基盤密度が低い地域では

自然環境や農地を積極的に保全・復元することが
求められ

自然環境や農地を積極的に保全・復元することが
求められ

ている。こう
した都市計画の基本的方針を定めるのが自治体

ている。こう
した都市計画の基本的方針を定めるのが自治体

が策定する都市マスタープランである。

が策定する都市マスタープランである。『『防
災防災』』は都市マス

は都市マス

タープランでどのように
取り扱われているのか？防災を意識

タープランでどのように
取り扱われているのか？防災を意識

した都市計画を展開するための課題とは

した都市計画を展開するための課題とは……？？
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